
 環境創造・資源循環委員会 

平 成 2 0 年 9 月 1 1 日 

 環  境  創  造  局 

下水道事業について 

 

○ 横浜市下水道事業経営研究会（第三期）報告書について 
 

本市では、下水道事業の経営や今後の方向性等について広く専門的に調査及び研

究し、もって健全な運営に資するため、平成 14 年から横浜市下水道事業経営研究

会を常設しております。 

第三期の研究会では、平成 19 年１月から合計９回のご審議をいただき、「水・資

源の循環への貢献と安定した下水道事業の運営」を副題とする報告書が取りまとめ

られ、９月16日に市長に提出される予定となっておりますので、ご報告いたします。 

 

◇ 委員名簿（敬称略） 

氏 名 分 野 備 考

齊藤 毅憲 経営＜関東学院大学経済学部教授・横浜市立大学名誉教授＞ 座長 

河野 正男 公会計＜中央大学経済学部教授＞ 副座長

大澤 正之 行政経験者＜横浜商工会議所専務理事＞  

鈴木 由美 市民  

田口 幸子 弁護士  

土岐 祥子 公認会計士  

長岡 裕 水環境工学・上下水道工学＜武蔵工業大学工学部教授＞  

松下 潤 都市基盤＜芝浦工業大学システム工学部教授＞  

 

◇ 審議経過 

回 数 年 月 日 審 議 内 容 

第１回 H19.1.19 今後の審議内容について・下水道事業の現状について 

第２回 H19.3.22 下水道施設の視察 

第３回 H19.5.31 下水道を取り巻く状況と取組の方向 １ 

第４回 H19.7.26 下水道を取り巻く状況と取組の方向 ２ 

第５回 H19.10.25 資産管理 

第６回 H19.12.19 地域特性に合わせた整備１ ―安全安心な都市づくり― 

第７回 H20.3.26 地域特性に合わせた整備２ ―水環境の保全・創造― 

第８回 H20.6.26 中長期的な下水道事業のあり方 

第９回 H20.8.27 報告書の取りまとめ 

 

 



 
 
 
 

横浜市下水道事業経営研究会（第三期） 

報告書について 
 

 

 

～水・資源の循環への貢献と 
安定した下水道事業の運営～ 

 
 
 
 

（概要版） 
 
 
 
 
 
 
 

環境創造局 



  

 

 

 

水・資源の循環への貢献と 

○時代の要請に即応した施策展開  ○市民、地域、団体との協働 

○まちづくり施策としての連携    ○下水道事業のイノベーション 

○地域に応じたきめ細かな対応  ○技術の継承と人材の育成 

○市民満足度（ＣＳ）の向上   ○戦略的思考による事業運営 

         

重視すべき視点

安定した下水道 

サービスの提供 
健全な下水道経営と 

わかりやすい広報 

下水道運営 

安定した下水道事業の運営 

地球温暖化対策 

への貢献 

都市機能を支える 

根幹的な生活基盤の確立

 

基本的役割 

重視すべき役割 

健全な水循環と 

資源の有効活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 今後の下水道事業  

 下水道事業をとりまく環境変化と課題  

･少子化によ
る人口減少 

･ライフスタ 
イルの変化 

･計画を超える
降雨の増加 

･大規模地震
の 発 生 

･水循環の喪失
･横ばい傾向
 にある東京
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温 室 効 果
ガ ス 排 出 量
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環境変化

市 民 ニ ー ズ

の 変 化
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リスクへの 

課 題 

対 応 

 
雨水汚水を排除・処理する 

機能の維持・継続 

雨水を活用し、汚水を再生・活用する

水・資源の循環システムの構築 



◆ 骨 子 ◆ 

 

Ⅰ 下水道事業を取り巻く環境変化と課題  （報告書３～８頁） 

１ 汚水排出量動向等を見据えた事業展開（報告書３頁） 

将来の市全体の人口は平成32年をピークに減少に転ずると見込まれているが、地

域ごとの増減の度合いが異なることから、地域ごとの人口動向や社会経済状況の変

化等もふまえて、汚水排出量の動向等を見据えた適切な事業展開を図っていくこと

が課題である。 

２ 浸水・地震等リスクへの対応（報告書３、４頁） 

 最近の降雨傾向では、当面の整備水準である５年に１回程度（１時間あたり約50
㎜）の雨を超える降雨の回数や局地的な集中豪雨である、いわゆる「ゲリラ豪雨」

が増えており、人命が失われてもいる。 
下水道施設整備による浸水対策については、これまでの被害状況や近年の気候変

動をふまえた効果的な対策を進めていくことが課題である。 

また、地震対策としては、大規模地震時においても下水道機能を確保できるよう、

耐震化などの対策を図って行くことが課題である。 

３ 水循環の改善（報告書５、６頁） 

  都市化の進展により大地の涵養機能が著しく低下し、浸水被害の一因となってい

る。緑地の持つ涵養機能を活かすため、過去の30年間で緑被率が14.4％も低下した

緑の減少に歯止めをかけ、健全な水循環を回復するとともに、水辺空間を再生する

ような取り組みが課題となっている。 

また、これまでの下水道事業は川や海の水質改善に寄与してきたが、依然として

水質環境基準未達成の地点もあり、今後とも一層の取り組みが求められる。 

４ 地球温暖化対策への対応（報告書６、７頁） 

  下水道事業からの温室効果ガス排出量は市役所全体の約22％を占めており、大口

排出者として地球温暖化対策に向けた積極的な温室効果ガス対策を講じていくこ

とが課題である。 

５ 下水道施設の老朽化対策（報告書７、８頁） 

  昭和50年代以降急速に整備を行った施設の更新により、平成42年度以降莫大な事

業費が見込まれ、財政を圧迫することが予想されるため、適切な維持管理により標

準的耐用年数より長く使用して長寿命化を図り、更新時期を集中させないことが求

められている。 

６ 市民ニーズの反映と市民協働（報告書８頁） 

  今後の施策展開にあたっては、市民ニーズを的確に捉え、事業に反映するととも

に、市民に対して環境問題に対する下水道の貢献について理解を求め、市民と協働

して取り組んでいくことが課題である。 
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Ⅱ 今後の下水道事業のあり方  （報告書９頁） 

これまで、「雨水・汚水を排除・処理する」ための事業を進め、都市の人工的水

循環に一定の成果を上げてきた。 

今後は、「雨水を利用し、汚水を再生・活用する水・資源の循環システムを構築

する」という目的も求められている。 

 

Ⅲ 今後の事業展開  （報告書１１～２７頁） 

１ 下水道事業に期待される役割 

（１）基本的役割 

① 都市機能を支える根幹的な生活基盤の確立（報告書１１～１３頁） 

浸水対策では、今後の気候変動を注視し、地域特性をふまえた様々な対策を

検討するとともに、雨水貯留や浸透などの「雨水をゆっくり流す対策」も積極

的に進めるべきである。 

地震対策では、地域防災拠点から区役所、災害医療拠点病院、特別避難場所

にも下水道管の耐震補強の取り組みを拡大し、水再生センター間で機能を相互

補完するためのネットワークを構築するべきである。 

② 健全な水循環と資源の有効活用（報告書１３～１６頁） 

樹林地や農地など自然の地表面を残す努力をしつつ、舗装面への透水性舗装

などにより、流域にあわせた水循環を回復するとともに、公共用水域の水質改

善に取り組む必要がある。 

汚泥や再生水などの資源の循環は、都市環境への貢献が期待できるため、下

水道事業だけの枠組みでなく、市全体として課題解決に取り組む必要がある。 

（２）重視すべき役割 

① 地球温暖化対策への貢献（報告書１６～１８頁） 

下水処理や汚泥処理システムを抜本的に見直し、温暖化対策に貢献するシス

テムに拡充していくとともに、温室効果ガス削減目標を明確にし、行動計画を

策定する必要がある。 

温室効果ガスを発生させない発電電力へ置き換えるなど、自立的なエネルギ

ー経営を目指すとともに、汚泥に含まれるエネルギーを燃料として地域で活用

するなど「地域のエネルギー循環」に貢献する取り組みも求められる。 

（３）役割を支える下水道運営 

① 安定した下水道サービスの提供（報告書１８～２０頁） 

市民生活を支える膨大な下水道資産が老朽化するなか、ますます、点検・維

持管理が重要となっているが、施設点検基準の策定や劣化情報等のデータベー

ス化を行うことなどにより計画的な維持管理の仕組みづくりを進める必要が

ある。 

本格的な資産管理の時代を迎えて、維持管理、長寿命化、改築更新、新規整

備までを一体的に管理するとともに、中長期的な投資判断に基づいた適正な事

業管理を進める必要がある。 
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 下水道施設の長寿命化と更新 
 

下水道資産内訳（平成18年度決算） 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

施設の種類 取得価格 シェア

管きょ 2,519,299 73%

電気・機械設備 443,516 13%

建築物、土木構造物 468,202 14%

計 3,431,017 100%
 

 

 

 

 

 

 

下水道事業では、11箇所の水再生センター、72箇所のポンプ場、約11,000㎞を超え 

る管きょなど取得価格で約３兆５千億円の資産を取得しているが、そのうち約73％が 

管きょとなっている。 

 

 

標準的耐用年数を超える資産額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピーク時の数年間では、管きょや電気・機械設備、建築物・土木構造物を合わ 

せた更新事業費が年間1,500億円を超えると見込まれるため、適切な維持管理に 

より標準耐用年数よりも長く使用して長寿命化を図り、更新時期や事業費を平準 

化する必要がある。 

 

土地 101,487

合計 3,532,504

※車両運搬具、工具機器及び備品、建設仮勘定等を除く

管きょ
７３％

建築物、土木構造物
１４％

電気・機
械設備
１３％

出典 ｢平成 18 年度固定資産台帳｣を基に作成 

既に標準的耐用年数
を経過している資産 

出典 ｢平成 18 年度固定資産台帳｣を基に作成 
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② 健全な下水道経営とわかりやすい広報（報告書２０～２３頁） 

適正な下水道使用料体系の構築、修繕費用など必要な財源の確保、経費負担

区分の適正化等について検討する必要がある。 

下水道事業に対する市民理解を得るため、「伝えたいメッセージ」を明確に

したうえで、下水道の存在意義や役割を再認識してもらう必要がある。 

２ 重視すべき視点（報告書２４～２７頁） 

下水道事業が期待される役割を果たし、取り巻く環境変化と課題に対応していく 

ためには、具体的な施策を立案する際に、 

① 時代の要請に即応した施策展開 

② まちづくり施策としての連携 

③ 地域に応じたきめ細かな対応 

④ 情報提供による市民満足度の向上 

⑤ 市民、地域、団体との協働 

⑥ 下水道事業のイノベーション 

⑦ 技術の継承と人材の育成 

⑧ 戦略的思考による事業運営 

の８つの点に留意する必要がある。 

 

おわりに  （報告書２８、２９頁） 

１ 下水道事業に期待される役割・運営として、次の５つを提示した。 

① 都市機能を支える根幹的な生活基盤の確立 
② 健全な水循環と資源の有効活用 
③ 地球温暖化対策への貢献 
④ 安定した下水道サービスの提供 
⑤ 健全な下水道経営とわかりやすい広報 

２ 今後の施策立案にあたっては、時代の要請に即応し、まちづくり施策としての連携 

を進め、流域・地域の特性に応じたきめ細かな対応を行うなどの点を重視し、積極的 

な取り組みを行うことが求められる。  

３ 事業の展開に際しては、下水道事業と一般行政分野との事業区分並びに下水道事業 

で実施する事業の経費負担区分についても整理が必要となる。 

４ 下水道の役割とその財政の仕組みなどについて、より一層市民の理解を深めていくた

め、さらに充実した広報を進めていく必要がある。 

５ 下水道財政を支える使用料収入については、今後の人口や世帯数の推移、排出量動 

向等を見極めながら、受益者負担の原則を踏まえ、より適正な使用料体系の検討を進 

めていくべきである。 
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はじめに 

 
横浜市の下水道事業は、下水道普及率拡大のため毎年 1 千億円規模の

整備を進めた「建設の時代」から、膨大な資産ストックを「管理する時

代」となっている。市民の共有財産である都市基盤施設たる下水道を長

期間にわたって適切に維持管理し、その機能を最大限に発揮することで、

市民の快適な生活を支え、水を再生する機能・システムを維持し、市民

に将来に亘って安定した下水道サービスを提供していくことが要請され

ている。  
横浜市下水道事業経営研究会は、平成 14 年８月に常設の機関として 

設置され、下水道事業の経営に関して専門的に調査研究し、健全経営に

資するための審議を重ねてきた。 

平成 18 年９月に提出した第二期の研究会報告書の内容は、平成 19 年

３月に策定された経営計画に反映され、現在はこの中期経営計画 2007 に

基づき、「効率的な更新の推進」、「快適な水環境の保全・創造」、「安全・

安心な都市づくり」、「環境行動都市に向けた率先行動」を４本の柱とし

て、下水道事業が展開され、安定的・継続的な下水道事業経営が進めら

れているところである。 

また平成 18 年６月に策定された横浜市基本構想に基づき、同年 12 月

には「横浜市中期計画」及び「横浜市水と緑の基本計画」が策定され、

水・緑環境の保全と創造に関わる総合的な施策が体系化された。今回、

第三期の研究会においては、第二期の研究会報告書での検討課題として

提起された「環境創造の視点に立った下水道事業の今後のあり方」を  

受け、豊かな水・緑環境、安全・安心な生活環境の創造に向けた下水道

事業のあり方について、広範な観点から審議を行ってきた。 

身近な地域の生活環境はもとより、地球規模の環境問題に対する市民

や社会の関心が一層の高まりを見せる中、下水道事業は、従来の浸水  

対策、公衆衛生の向上、水質保全といった都市機能や市民生活を支える

根幹的な役割に加え、都市の水・資源の循環型システムの中核的役割を

担うとともに、地球温暖化対策への貢献なども強く求められてきている。 

第三期の研究会として９回に亘って審議を行った結果を、「水・資源の 

循環への貢献と安定した下水道事業の運営」として取りまとめたので、

ここに報告する。 
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水・資源の循環への貢献と 

○時代の要請に即応した施策展開   ○市民、地域、団体との協働 

○まちづくり施策としての連携     ○下水道事業のイノベーション 

○地域に応じたきめ細かな対応   ○技術の継承と人材の育成 

○情報提供による市民満足度の向上 ○戦略的思考による事業運営 

         

重視すべき視点

安定した下水道 

サービスの提供 
健全な下水道経営と 

わかりやすい広報 

下水道運営 

安定した下水道事業の運営 

地球温暖化対策 

への貢献 

都市機能を支える 

根幹的な生活基盤の確立
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重視すべき役割 

健全な水循環と 

資源の有効活用 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 今後の下水道事業  

 下水道事業をとりまく環境変化と課題  

･少子化によ
る人口減少 

･ライフスタ 
イルの変化 

･計画を超える
降雨の増加 

･大規模地震
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･水循環の喪失
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ガ ス 排 出 量
の 増 加

老 朽 化 施 設 
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市 民 ニ ー ズ
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た事業展開 

水 循 環 の

 

改 善
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地球温暖化
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対 応
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浸水・地震等
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対 応 

 
雨水汚水を排除・処理する 

機能の維持・継続 

雨水を活用し、汚水を再生・活用する

水・資源の循環システムの構築 

環境変化

課 題 
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Ⅰ  下 水 道 事 業 を と り ま く 環 境 変 化 と 課 題  

１  汚 水 排 出 量 動 向 等 を 見 据 え た 事 業 展 開  

横 浜 市 の 人 口 は 将 来 人 口 推 計（ 中 位 ）に よ る と 、当 面 の 間 、

緩 や か な 増 加 傾 向 を 続 け 、 そ の 後 、 平 成 32 年 の 37 8 万 5 千

人 を ピ ー ク に 減 少 に 転 ず る と 見 込 ま れ て い る 。  

一 方 、世 帯 数 は 増 加 し て い る も の の 、節 水 意 識 ・ 節 水 機 器

の 浸 透 な ど も あ り 、 市 全 体 の 汚 水 排 出 量 1 は 横 ば い で 推 移 し

て お り 、 今 後 も 同 様 に 推 移 す る も の と 見 込 ま れ て い る (参 考

－ 1、 2 )。 た だ し 、 地 域 ご と に 人 口 増 減 の 度 合 い が 異 な る こ

と か ら 、市 域 北 部 で は 増 加 、南 部 で は 横 ば い で 推 移 す る と 見

込 ま れ る (参 考 － 3)。  

今 後 は 、地 域 ご と の 人 口 動 向 や 社 会 経 済 状 況 の 変 化 等 も ふ

ま え て 、排 出 さ れ る 汚 水 量 の 動 向 等 を 見 据 え た 適 切 な 事 業 展

開 を 図 っ て い く こ と が 課 題 で あ る 。  

 

２  浸 水 ・ 地 震 等 リ ス ク へ の 対 応  

( 1 )  浸 水 対 策  

最 近 の 降 雨 の 傾 向 を み る と 、当 面 の 下 水 道 整 備 水 準 で あ

る ５ 年 に 1 回 程 度 （ 約 50 m m / h） の 雨 を 超 え る 降 雨 の 回 数

が 増 加 傾 向 に あ る (参 考 － 4)。  

ま た 、 い わ ゆ る 「 ゲ リ ラ 豪 雨 」 な ど と 呼 ば れ る 局 地 的

か つ 短 時 間 の 集 中 降 雨 に よ り 、 尊 い 人 命 が 失 わ れ る 事 故

も 発 生 し て い る 。  

市 街 化 の 進 展 に よ り 森 林 、 農 地 な ど 雨 水 が 浸 透 し や す

い 地 域 が 減 少 し 、 雨 水 が 短 時 間 に 下 水 道 や 河 川 等 へ 流 れ

込 む こ と に よ り 浸 水 被 害 が 発 生 し て い る 。  

平 成 1 6 年 1 0 月 の 台 風 2 2、 2 3 号 等 の 集 中 豪 雨 で は 、横

浜 駅 周 辺 な ど 河 川 よ り 地 盤 の 低 い 地 区 や 境 川 流 域 の 雨 水

                                                  
1  汚 水 排 出 量 ： 一 般 家 庭 、 事 業 所 、 事 業 場 、 工 場 等 か ら 生 活 、 営 業 な

ら び に 生 産 活 動 に よ っ て 排 出 さ れ る 排 水 量 の こ と  
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本 管 が 整 備 さ れ て い な い 地 区 で 甚 大 な 浸 水 被 害 が 発 生 し

て い る (参 考 － 5 )。  

今 後 、 下 水 道 施 設 整 備 に よ る 浸 水 対 策 に つ い て は 、 こ

れ ま で の 被 害 状 況 や 近 年 の 気 候 変 動 な ど を ふ ま え 、 効 果

的 に 進 め て い く こ と が 課 題 で あ る 。  

 

( 2 )  地 震 対 策  

平 成 1 6 年 の 新 潟 県 中 越 地 震 、 平 成 1 9 年 の 新 潟 県 中 越

沖 地 震 な ど 、 過 去 の 大 規 模 地 震 で は 、 管 き ょ の 破 損 、 水

再 生 セ ン タ ー の 処 理 機 能 の 低 下 、水 洗 ト イ レ の 使 用 不 能 、

仮 設 ト イ レ の 大 幅 な 不 足 、 マ ン ホ ー ル の 突 出 に よ る 交 通

障 害 な ど 、 下 水 道 施 設 の 被 害 に よ り 市 民 生 活 へ の 影 響 が

生 じ た 。  

南 関 東 地 震 2が 発 生 し た 場 合 、 横 浜 市 で は 、 市 内 臨 海 部

の ほ と ん ど の 水 再 生 セ ン タ ー が 液 状 化 に よ る 被 害 を 受 け

る お そ れ が あ る (参 考 － 6 )。  

ま た 、 被 災 に よ っ て 下 水 管 き ょ に 被 害 が 発 生 す る と 、

家 庭 か ら の 生 活 排 水 に 支 障 を き た す こ と が 見 込 ま れ る う

え 、 避 難 所 に は 多 く の 市 民 が 避 難 す る こ と か ら 、 ト イ レ

使 用 の 確 保 が 重 要 と な る (参 考 － 7 )。  

こ れ ら を ふ ま え て 下 水 道 施 設 に 対 す る 地 震 対 策 は 、 大

規 模 地 震 時 に お い て も 下 水 道 機 能 を 確 保 で き る よ う 耐 震

化 な ど の 対 策 を 図 っ て い く こ と が 課 題 で あ る 。  

 

 

 

 

 

                                                  
2  南 関 東 地 震 ： 大 正 1 2 年 ( 1 9 2 3 年 ) の 関 東 地 震 の 再 来 。 相 模 ト ラ フ を

震 源 と す る マ グ ニ チ ュ ー ド 7 . 9 の 地 震 。  
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３  水 循 環 の 改 善  

( 1 )  良 好 な 水 循 環 の 形 成  

健 全 な 水 循 環 は 、 湧 き 水 や 生 態 系 の 復 活 、 土 壌 や 河 川

の 環 境 改 善 、さ ら に 浸 水 対 策 や ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 3対 策 に

も 貢 献 す る 。  

一 方 で 、 都 市 化 の 進 展 に よ り 、 大 地 の 涵 養 機 能 は 著 し

く 低 下 し て お り 、 こ れ に よ る 大 雨 時 の 雨 水 流 出 量 増 加 が

近 年 の 浸 水 被 害 の 一 因 と も な っ て い る 。  

水 循 環 を 支 え る 土 地 利 用 と し て は 、 緑 地 や 農 地 が 重 要

な 要 素 で あ る 。 市 域 の 緑 や 農 地 の 量 を 表 す 緑 被 率 4は 、 昭

和 5 0 年 に は 市 域 面 積 の 4 5 . 4％ で あ っ た が 、 平 成 1 6 年 時

点 で 3 1％ と な り 、 約 3 0 年 間 で 1 4 . 4 ポ イ ン ト 低 下 し て い

る (参 考 － 8 )。健 全 な 水 循 環 に は 、緑 地 の も つ 涵 養 機 能 が

重 要 な 役 割 を 果 た し て い る た め 、 緑 の 減 少 に 歯 止 め を か

け 、 保 全 す る 取 り 組 み が 求 め ら れ て い る 。  

ま た 、 水 路 が 道 路 や 下 水 管 き ょ の 整 備 に よ り 埋 め ら れ

る な ど 身 近 な 水 辺 が 減 少 し て き て い る (参 考 － 9 )。  

こ の た め 、 失 わ れ た 水 循 環 を 健 全 な も の に 回 復 し 、 あ

わ せ て 市 民 に 身 近 な 水 辺 空 間 を 再 生 す る よ う な 取 り 組 み

が 課 題 と な っ て い る 。  

 

 

 

 

                                                  
3  ヒ ー ト ア イ ラ ン ド ( 現 象 ) ： 都 市 部 に 人 口 が 集 中 し 、 建 造 物 増 加 、 緑

の 減 少 な ど に よ っ て 生 じ る 都 市 部 の 高

温 化 。  
 
4  緑 被 率 ： 緑 の 総 量 を 把 握 す る 方 法 の 一 つ 。 航 空 写 真 に よ っ て 上 空 か

ら 見 た 時 に 、 緑 に 覆 わ れ る 土 地 の 割 合 を 示 し た も の 。  
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( 2 )  公 共 用 水 域 5の 水 質 改 善  

こ れ ま で の 積 極 的 な 下 水 道 の 整 備 や 事 業 所 か ら 排 出 さ

れ る 排 水 に 対 す る 水 質 規 制 ・ 指 導 等 に よ り 市 内 の 川 や 海

の 水 質 改 善 に 一 定 の 効 果 を あ げ て き た 。  

し か し 、 水 再 生 セ ン タ ー で 再 生 さ れ た 処 理 水 の 放 流 先

と な っ て い る 鶴 見 川 や 閉 鎖 性 水 域 6 で あ る 東 京 湾 な ど で

は 、 依 然 と し て 水 質 環 境 基 準 を 達 成 し て い な い 地 点 が あ

る (参 考 － 1 0、 1 1 )。  

ま た 、 東 京 湾 は 、 窒 素 や り ん に よ る 富 栄 養 化 の 状 態 に

あ り 、 プ ラ ン ク ト ン の 異 常 増 殖 に よ る 赤 潮 が 年 間 数 十 回

発 生 し て い る (参 考 － 1 2 )。  

さ ら に 、 公 共 用 水 域 へ の 汚 濁 負 荷 と し て 、 下 水 道 整 備

が 進 み 生 活 排 水 等 の 汚 濁 負 荷 削 減 が 進 む な か で 、 路 面 、

農 地 な ど 、 発 生 源 を 特 定 で き な い 地 点 か ら 生 じ る 面 源 負

荷 7の 相 対 的 な 割 合 が 増 加 し て い る 。  

公 共 用 水 域 、特 に 、東 京 湾 の 水 質 改 善 を 図 る う え で 、下

水 道 事 業 は 今 後 も 一 層 の 取 り 組 み が 求 め ら れ て い る 。  

 

４  地 球 温 暖 化 対 策 へ の 対 応  

世 界 の 温 室 効 果 ガ ス の 年 間 排 出 量 は 増 加 し て お り 、 地 球

温 暖 化 問 題 へ の 取 り 組 み は 、 世 界 的 規 模 で 取 り 組 む べ き 喫

緊 の 課 題 で あ る 。  

横 浜 市 に お い て も 、平 成 2 0 年 1 月 に「 横 浜 市 脱 温 暖 化 行

                                                  
5  公 共 用 水 域 ： 河 川 、 湖 沼 、 港 湾 、 沿 岸 海 域 、 そ の 他 公 共 の 用 に 供 さ

れ る 水 域 、 お よ び こ れ に 接 続 す る 公 共 溝 き ょ 、 か ん が

い 用 水 路 、そ の 他 公 共 の 用 に 供 さ れ る 水 路 ( 水 質 汚 濁 防

止 法 ) の こ と 。  
 
6  閉 鎖 性 水 域 ： 湖 沼 や 内 湾 の よ う に 水 の 滞 留 時 間 が 比 較 的 長 く 、 水 の

交 換 が 行 な わ れ に く い 水 域 の こ と 。  
 
7  面 源 負 荷 ： 道 路 、 宅 地 、 農 地 な ど の よ う に 発 生 源 を 識 別 で き な い 面

的 に 分 布 す る 汚 濁 物 質 の こ と 。  
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動 方 針 （ Ｃ Ｏ -Ｄ Ｏ 3 0）」（ 参 考 ― 1 3） を 定 め 、 市 民 一 人 あ た

り の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を 、 平 成 1 6 年 度 ( 2 0 0 4 年 度 )を 基

準 年 度 と し て 平 成 3 7 年 ( 2 0 2 5 年 )ま で に 3 0％ 以 上 、 平 成 6 2

年 ( 2 0 5 0 年 )ま で に 6 0％ 以 上 削 減 す る こ と を 目 標 に 、「 脱 温

暖 化 都 市 ヨ コ ハ マ 」 を 目 指 し た ま ち づ く り を 進 め て い る 。  

ま た 、 平 成 2 0 年 7 月 に は 、 横 浜 市 は 脱 温 暖 化 を 先 導 す  

る 自 治 体 と し て 、 国 が 定 め る 「 環 境 モ デ ル 都 市 8」 に 選 定  

さ れ た と こ ろ で あ る 。  

横 浜 市 の 下 水 道 事 業 か ら 排 出 さ れ る 温 室 効 果 ガ ス は 、 市

役 所 全 体 の 排 出 量 の 約 2 2％ を 占 め て お り 、 下 水 道 事 業 に は

大 口 排 出 者 と し て 、 地 球 温 暖 化 対 策 に 向 け た 積 極 的 な 取 り

組 み が 求 め ら れ る (参 考 － 1 4 )。  

下 水 道 事 業 か ら の 排 出 は 、 電 力 、 ガ ス 等 の エ ネ ル ギ ー 利

用 に よ る も の が 全 体 の 過 半 を 占 め 、 残 り は 主 に 下 水 処 理 の

過 程 で 行 う 汚 泥 焼 却 に 伴 っ て 発 生 し て い る 。 今 後 は 排 出 の

現 状 を 踏 ま え た 温 室 効 果 ガ ス 対 策 を 講 じ て い く こ と が 課 題

で あ る (参 考 － 1 5 )。  

 

５  下 水 道 施 設 の 老 朽 化 対 策  

横 浜 市 の 下 水 道 事 業 は 、昭 和 5 0 年 代 以 降 に 急 速 に 整 備 を

行 っ た 結 果 、 下 水 道 普 及 率 は 概 ね 1 0 0％ を 達 成 し た 。  

現 在 、1 1 か 所 の 水 再 生 セ ン タ ー 、7 2 か 所 の ポ ン プ 場 及 び

約 1 1 , 0 0 0 k m を 超 え る 管 き ょ な ど 取 得 価 額 で 約 3 兆 5 , 0 0 0 億

円 の 膨 大 な 資 産 を 有 し て い る （ 参 考 － 1 6）。  

国 が 定 め る 管 き ょ の 標 準 的 耐 用 年 数 に 基 づ き 、 敷 設 の 5 0

年 後 に 老 朽 化 す る と 想 定 し た 場 合 、 順 次 更 新 し な け れ ば な

ら な い 管 き ょ 延 長 が 平 成 2 5 年 頃 か ら 急 激 に 増 加 す る こ と

                                                  
8  環 境 モ デ ル 都 市 ： 温 室 効 果 ガ ス の 大 幅 な 削 減 等 低 炭 素 社 会 の 実 現 に

向 け 、 高 い 目 標 を 掲 げ て 先 駆 的 な 取 り 組 み に チ ャ

レ ン ジ す る 都 市 。  
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が 見 込 ま れ て い る 。  

一 方 、 水 再 生 セ ン タ ー 等 に 設 置 さ れ た 電 気 ・ 機 械 設 備 の

標 準 的 耐 用 年 数 は 1 0 年 か ら 2 0 年 と 短 い こ と か ら 、 す で に

長 寿 命 化 の 取 り 組 み と 計 画 的 な 更 新 事 業 が 進 め ら れ て い る 。 

ま た 、 建 築 物 や 土 木 施 設 な ど の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 標

準 的 耐 用 年 数 は 5 0 年 で あ る が 、中 部 、南 部 、北 部 第 一 水 再

生 セ ン タ ー が 稼 働 後 4 0 年 を 経 過 し て い る 。（ 参 考 － 1 7） こ

の た め 、 今 後 は 電 気 ・ 機 械 設 備 に 加 え 、 施 設 全 体 の 長 寿 命

化 対 策 と 造 り 替 え （ 大 規 模 再 構 築 ） が 課 題 と な る 。  

こ れ ら の 管 き ょ 、 電 気 ・ 機 械 設 備 、 建 築 物 や 土 木 構 造 物

を 標 準 耐 用 年 数 で 更 新 す る と し た 場 合 、 平 成 4 2 年 度 以 降 、

年 間 投 資 額 1 , 5 0 0 億 円 前 後 の 莫 大 な 更 新 事 業 が 必 要 と 見 込

ま れ て い る （ 参 考 － 1 8 )。  

施 設 の 更 新 時 期 が 集 中 す る と 、 財 政 を 圧 迫 す る こ と に な

る た め 、 適 切 な 維 持 管 理 に よ り 標 準 的 耐 用 年 数 よ り も 長 く

使 用 し て 長 寿 命 化 を 図 り 、 更 新 時 期 を 集 中 さ せ な い こ と が

求 め ら れ て い る 。  

 

６  市 民 ニ ー ズ の 反 映 と 市 民 協 働  

「 平 成 1 9 年 度 横 浜 市 市 民 意 識 調 査 」で は 、大 地 震 に 対 し

約 8 割 の 市 民 が 不 安 を 抱 い て い る 。 ま た 、 心 配 ご と に つ い

て み る と「 環 境 問 題 の こ と 」が「 仕 事 や 職 場 の こ と 」や「 住

宅 の こ と 」 と い っ た 問 題 よ り も 上 位 と な っ て い る (参 考 －

1 9 )。今 後 の 施 策 展 開 に あ た っ て は 、こ れ ら の 市 民 ニ ー ズ を

的 確 に 捉 え 、 事 業 に 反 映 さ せ て い く こ と が 課 題 で あ る 。  

ま た 、 健 全 な 水 循 環 を 実 現 し て い く た め に は 、 環 境 の 保

全・創 造 に 対 す る 市 民 の 自 主 的 な 取 り 組 み も 不 可 欠 で あ る 。 

こ の た め 、 市 民 に 対 し て 環 境 問 題 に 対 す る 下 水 道 の 貢 献

に つ い て 理 解 を 求 め 、 参 加 意 識 の 向 上 を 図 る と と も に 、 市

民 と 協 働 し て 取 り 組 ん で い く こ と が 課 題 で あ る 。  
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Ⅱ  今 後 の 下 水 道 事 業 の あ り 方  

こ れ ま で の 下 水 道 事 業 は 、 雨 水 の 速 や か な 排 除 に よ る 浸 水

対 策 、 汚 水 の 排 除 ・ 処 理 に よ る 公 衆 衛 生 の 向 上 、 公 共 用 水 域

の 水 質 向 上 な ど 、「 雨 水 ・ 汚 水 を 排 除 ・ 処 理 す る 」 こ と を 目 的

と し て 事 業 を 進 め 、都 市 の 人 工 的 水 循 環 9に 一 定 の 成 果 を あ げ

て き た 。 現 在 は 、 こ れ ら の 機 能 を 果 た す 下 水 道 ス ト ッ ク が 老

朽 化 な ど に よ っ て 機 能 低 下 す る こ と を 防 ぎ 、 シ ス テ ム を 維 持

し て い く た め の 本 格 的 な 管 理 の 時 代 に 突 入 し て い る 。  

下 水 道 施 設 は 公 衆 衛 生 を 確 保 し 、 公 共 用 水 域 の 水 質 を 向 上

し 、 集 中 豪 雨 や 大 規 模 地 震 な ど の 際 に も 市 民 生 活 を 支 え る 社

会 基 盤 で あ り 、 都 市 が 存 続 し て い く た め に 、 そ の 機 能 を 維 持

し 継 続 し て い く こ と が 、 第 一 の 目 的 で あ る こ と に 変 わ り は な

い 。  

そ れ に 加 え て 、 良 好 な 水 辺 や 水 質 と い っ た 水 循 環 な ど 環 境

問 題 に 対 す る 市 民 意 識 の 高 ま り 、 さ ら に 地 球 温 暖 化 対 策 へ の

貢 献 な ど か ら 、今 後 の 横 浜 の 下 水 道 事 業 に は 、「雨 水 を 利 用 し 、

汚 水 を 再 生 ・ 活 用 す る 水 ・ 資 源 の 循 環 シ ス テ ム を 構 築 す る 」

と い う 目 的 を 担 っ て い く こ と が 求 め ら れ て い る 。  

                                                  
9  人 工 的 水 循 環 ： 雨 が 土 に 浸 透 し 、 再 び 海 に 戻 る 「 自 然 の 水 循 環 」 に

対 し 、 浄 水 場 、 家 庭 、 水 再 生 セ ン タ ー な ど を 経 由 し

て 海 に 戻 る こ と で 形 成 さ れ る 水 循 環 の こ と 。  
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① 地球温暖化対策への貢献 

ア 温室効果ガス削減目標の明確化 

及び行動計画の策定 

イ 自立的なエネルギー経営 

ウ 地域のエネルギー循環の創出 

① 都市機能を支える 

根幹的な生活基盤の確立 

ア 浸水被害の最小化 

 イ 水路の活用 

 ウ 大規模地震に対する機能の確保 

② 健全な水循環と 

資源の有効活用 

ア 水循環の回復 

 イ 横浜港の水質改善への貢献 

ウ 資源循環の一層の推進 

（２） 重視すべき役割 

（１） 基本的役割 

２ 重視すべき視点 

① 安定した下水道 

サービスの提供 

ア 維持管理体制の充実強化

イ 長寿命化とその後の更新

のあり方 

② 健全な下水道経営と 

わかりやすい広報 

ア 健全な下水道経営 

イ 経費負担等のあり方 

ウ 下水道広報の強化 

（３） 役割を支える下水道運営 

１ 下水道事業に期待される役割 

(1) 時代の要請に即応した施策展開  (5) 市民、地域、団体との協働  

(2) まちづくり施策としての連携   (6) 下水道事業のイノベーション 

(3) 地域に応じたきめ細かな対応    (7) 技術の継承と人材の育成 

(4) 情報提供による市民満足度の向上 (8) 戦略的思考による事業運営 
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Ⅲ  今 後 の 事 業 展 開  

１  下 水 道 事 業 に 期 待 さ れ る 役 割  

( 1 )  基 本 的 役 割  

下 水 道 事 業 の 基 本 的 役 割 は 、 将 来 に わ た り 安 全 で 安 心

な 暮 ら し と 持 続 可 能 な 社 会 を 支 え る た め に 、 水 や 資 源 を

循 環 さ せ る こ と で あ り 、 今 後 も そ の 役 割 は 引 き 続 き 担 っ

て い か な け れ ば な ら な い 。  

 

①  都 市 機 能 を 支 え る 根 幹 的 な 生 活 基 盤 の 確 立  

下 水 道 施 設 は 、 市 民 生 活 の 公 衆 衛 生 や 安 全 ・ 安 心 な

く ら し を 支 え る 最 も 根 幹 的 な 都 市 施 設 で あ り 、 平 常 時

に お け る 汚 水 処 理 や 雨 天 時 に お け る 雨 水 排 除 に 加 え 、

大 規 模 地 震 な ど の 災 害 時 の 対 応 も 図 っ て い く 必 要 が あ

る 。  

 

ア  浸 水 被 害 の 最 小 化  

市 内 に は 、 い ま だ 雨 水 管 が 整 備 さ れ て い な い 地 区

が 多 い こ と か ら 、 雨 水 排 水 施 設 の 整 備 を 着 実 に 進 め

る 必 要 が あ る （ 参 考 － 2 0）。  

近 年 の 降 雨 の 傾 向 を 踏 ま え る と 、 今 後 の 気 候 変 動

を 注 視 す る と と も に 、 浸 水 対 策 計 画 の 考 え 方 を 見 直

す こ と も 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 市 内 で 一 律 的 な 整 備 を 進 め る の で は な く 、

地 域 特 性 を ふ ま え 、 様 々 な 対 策 を 検 討 す る 必 要 が あ

る 。  

例 え ば 大 改 造 計 画 が 検 討 さ れ て い る 横 浜 駅 周 辺 な

ど の 高 度 に 地 下 利 用 が 進 ん だ 地 区 で は 、 計 画 降 雨 量

1 0 の あ り 方 や 貯 留 方 式 を 考 慮 す る な ど 、 そ の 地 区 に

                                                  
1 0  計 画 降 雨 量 ： 雨 水 管 き ょ な ど 、雨 水 排 施 設 を 整 備 す る 際 の 計 画 上 で

対 象 と な る 降 雨 量 。  
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あ っ た 最 も 効 果 的 な 手 法 を 関 係 機 関 と 連 携 し て 検 討

す る べ き で あ る 。  

な お 、 流 域 の 浸 水 に 対 す る 安 全 性 を 高 め る た め に

は 、 下 水 道 事 業 と 河 川 事 業 が 連 携 し て 取 り 組 む べ き

で あ る 。 例 え ば 、 下 流 側 の 河 川 整 備 が 遅 れ て い る 場

合 や 計 画 を 超 え る 降 雨 な ど に 対 応 す る た め 、 雨 水 管

に よ る「 雨 水 を す み や か に 流 す 対 策 」だ け で は な く 、

公 園 ・ 学 校 な ど で の 雨 水 貯 留 や 緑 地 ・ 農 地 の 保 全 、

道 路 の 透 水 性 舗 装 1 1、雨 水 浸 透 ま す 1 2設 置 に よ る 雨 水

浸 透 の 促 進 な ど 、 浸 水 被 害 に つ な が る 雨 水 の 流 出 を

抑 制 す る 「 雨 水 を ゆ っ く り 流 す 対 策 」 を 積 極 的 に 進

め る べ き で あ る (参 考 － 2 1、 2 2 )。  

 

イ  水 路 の 活 用  

横 浜 に は 農 地 を 市 街 化 し た 地 域 な ど に 水 路 が 残 さ

れ て お り 、 こ れ ら の 水 路 を 活 用 し て 効 率 的 な 浸 水 対

策 を 進 め る べ き で あ る 。  

ま た 、水 路 は 市 民 に 身 近 な 水 辺 空 間 で も あ る た め 、

貴 重 な 環 境 資 源 と し て 市 民 と と も に ま も り つ く っ て

い く 必 要 が あ る 。  

 

ウ  大 規 模 地 震 に 対 す る 機 能 の 確 保  

横 浜 市 で は 、小 学 校 な ど の 地 域 防 災 拠 点 に お い て 、

災 害 時 で も 既 存 の 水 洗 ト イ レ が 使 用 で き る よ う 、 ト

イ レ の 排 水 に 必 要 な 下 水 道 管 の 耐 震 補 強 を 進 め て い

                                                  
1 1 透 水 性 舗 装 ： 道 路 な ど の 舗 装 面 に 透 水 性 を 持 た せ た も の 。 地 下 水 か

ん 養 、 雨 水 流 出 量 削 減 等 の 目 的 が あ る 。  
 
1 2  雨 水 浸 透 ま す ： 路 面 な ど か ら の 排 水 を 受 け 、取 り 付 け 管 に よ り 雨 水

管 き ょ な ど に 流 す 雨 水 ま す の 底 部 に 穴 を 開 け 、 そ の

周 囲 に 砂 利 を 敷 き 並 べ 、 そ こ か ら 雨 水 を 地 下 に 浸 透

さ せ る も の 。  
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る が 、 今 後 は 、 区 役 所 や 災 害 医 療 拠 点 病 院 、 特 別 避

難 場 所 な ど の 災 害 時 に 拠 点 と な る 場 所 に も 取 り 組 み

を 拡 大 し て い く 必 要 が あ る 。  

ま た 、 地 域 防 災 拠 点 に お け る 仮 設 水 洗 ト イ レ は 、

発 災 後 な る べ く 早 く 利 用 で き る こ と が 重 要 で あ る 。

そ の た め に は 、 防 災 担 当 部 局 （ 安 全 管 理 局 ） と 調 整

し な が ら 専 用 排 水 設 備 の 事 前 設 置 を 行 う 必 要 が あ る 。 

水 再 生 セ ン タ ー な ど が 被 災 し た 場 合 で も 、 下 水 処

理 の 機 能 が 継 続 で き る よ う 、 流 入 す る 下 水 の 揚 水 や

河 川 へ 放 流 す る た め の 消 毒 な ど 、 最 低 限 の 機 能 確 保

の た め の 対 策 を 講 ず る べ き で あ る 。  

ま た 、 水 再 生 セ ン タ ー 及 び 汚 泥 資 源 化 セ ン タ ー 間

で 機 能 を 相 互 に 補 完 で き る よ う に 、 幹 線 管 き ょ や 送

泥 管 の 耐 震 化 と セ ン タ ー 間 を 結 ぶ ネ ッ ト ワ ー ク を 構

築 す べ き で あ る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク は 、 災 害 時 の 利

用 の み な ら ず 、 今 後 の 設 備 更 新 時 な ど 一 部 機 能 が 停

止 す る よ う な 場 合 に 、 他 の 水 再 生 セ ン タ ー に 送 水 す

る な ど 平 常 時 を 含 む 多 目 的 に 利 用 で き る よ う 検 討 す

る 必 要 が あ る 。  

セ ン タ ー 間 で ネ ッ ト ワ ー ク と し て 連 絡 強 化 し た こ

と に つ い て は 、 被 災 時 に ス ム ー ズ な 利 用 が で き る よ

う 、 定 期 的 な 機 能 検 証 や 訓 練 等 を 行 う 必 要 が あ る 。  

 

②  健 全 な 水 循 環 と 資 源 の 有 効 活 用  

横 浜 に は 、 三 保 ･新 治 地 区 、 円 海 山 周 辺 地 区 な ど 郊 外

部 に 1 0大 拠 点 緑 地 、 郊 外 部 と 都 心 部 と の 間 に は 小 高 い

丘 陵 地 、そ し て 、複 雑 な 丘 陵 地 を 縫 う よ う 河 川 が あ り 、

そ れ に よ り 、８ つ の 流 域 が 形 成 さ れ て い る（ 参 考 － 2 3、

2 4）。  

個 々 の 流 域 で は 、 河 川 や 水 路 、 谷 戸 や 水 源 、 農 地 、
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樹 林 地 な ど 、 個 性 あ る 景 観 や 豊 か な 自 然 環 境 を 創 り 上

げ て き た 。 そ の 最 も 重 要 な 要 素 が 水 循 環 で あ る 。  

今 後 は 流 域 環 境 の 維 持 向 上 を 目 指 し て 、 流 域 特 性 に

あ わ せ た 水 循 環 を 回 復 す る と と も に 、 公 共 用 水 域 の 水

質 改 善 を 目 指 し て い く こ と も 下 水 道 事 業 の 責 務 で あ る 。 

 

ア  水 循 環 の 回 復  

引 き 続 き 樹 林 地 や 農 地 な ど 自 然 の 地 表 面 を 残 す 努

力 を し つ つ 、 舗 装 な ど で 覆 わ れ た 地 表 面 に つ い て も

積 極 的 に 浸 透 機 能 を 持 た せ る 必 要 が あ る 。  

特 に 、 道 路 面 積 は 都 心 部 で 3 0％ 以 上 、 郊 外 部 で も

1 5％ 程 度 の 面 積 を 占 め て お り 、 舗 装 面 の 浸 透 は 水 循

環 の 回 復 に 極 め て 大 き な 効 果 が あ る た め 、 道 路 車 道

部 の 透 水 性 舗 装 促 進 を 検 討 す べ き で あ る 。  

な お 、横 浜 市 全 域 で 雨 水 浸 透 を 促 進 す る た め に は 、

ま ず 、 行 政 が 率 先 垂 範 し て 取 り 組 む 必 要 が あ る 。 例

え ば 、 水 再 生 セ ン タ ー 、 庁 舎 な ど の 公 共 施 設 で の 透

水 性 舗 装 の 実 施 、 雨 水 浸 透 ま す の 標 準 化 を 検 討 す る

べ き で あ る 。  

ま た 、 宅 地 内 の 雨 水 浸 透 ま す や 駐 車 場 で の 透 水 性

舗 装 を 普 及 促 進 す る た め に 、 必 要 な 制 度 に つ い て も

検 討 す べ き で あ る 。  

さ ら に 、 流 域 に よ り 浸 透 や 貯 留 効 果 が 期 待 さ れ る

緑 地 の 確 保 な ど に つ い て 、 下 水 道 事 業 と し て 対 応 し

て い く こ と も 検 討 す べ き で あ る 。  

な お 、 豊 か な 水 辺 空 間 を 創 出 す る た め に は 、 湧 水

な ど 水 路 の 源 流 と な っ て い る 郊 外 部 の 水 源 域 な ど を

保 全 す る こ と が 重 要 で あ る 。 水 源 域 の 宅 地 化 や 不 法

投 棄 は 、 水 路 の 水 量 不 足 や 水 質 汚 濁 を も た ら す 可 能

性 が あ る こ と か ら 、き め 細 か な 地 域 の 情 報 を 整 理 し 、
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水 源 域 の 保 全 策 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 水 辺 愛 護 会 1 3 を は じ め と す る 市 民 団 体 が 取

り 組 ん で い る 様 々 な 水 に 関 す る 活 動 に 対 し て も 、 協

働 し 、 育 ん で い く よ う 努 め る べ き で あ る 。  

 

イ  横 浜 港 の 水 質 改 善 へ の 貢 献  

横 浜 港 を 「 美 し い 海 」 と し て 復 元 す る た め に は 、

下 水 道 事 業 を は じ め と す る 流 域 か ら の 汚 濁 負 荷 削 減

や 河 川 や 海 域 の 環 境 改 善 な ど 、 様 々 な 取 り 組 み に よ

る 水 質 改 善 を 進 め る 必 要 が あ る 。  

下 水 道 事 業 と し て は 、 水 再 生 セ ン タ ー の 設 備 更 新

に 併 せ て 窒 素 ・ り ん を 除 去 す る 高 度 処 理（ 参 考 － 2 5）

へ の 切 り 替 え を 進 め て い る が 、 今 後 は 、 海 域 の 水 質

環 境 基 準 の 達 成 や 赤 潮 の 発 生 回 数 な ど の 水 質 状 況 を

勘 案 し つ つ 、 取 り 組 み を 進 め て い く 必 要 が あ る 。  

合 流 式 下 水 道 に つ い て は 、 雨 水 滞 水 池 の 設 置 や ポ

ン プ 施 設 の 改 良 な ど に よ り 、 放 流 水 の 改 善 を 進 め て

お り 、 今 後 と も 効 果 な ど を 把 握 し 、 対 応 を 進 め て い

く 必 要 が あ る 。  

さ ら に 、 こ れ ま で 具 体 的 な 対 策 が と ら れ て い な い

面 源 負 荷 対 策 や 海 域 の 環 境 改 善 な ど 、 他 事 業 と も 連

携 し て 総 合 的 な 水 質 改 善 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

 

ウ  資 源 循 環 の 一 層 の 推 進  

下 水 道 事 業 に よ っ て 生 ま れ る 汚 泥 や 再 生 水 な ど の

様 々 な 資 源 は 、 貴 重 な 再 生 エ ネ ル ギ ー と し て 都 市 環

境 へ の 貢 献 が 期 待 で き る 。 資 源 循 環 は 、 下 水 道 事 業

                                                  
1 3  水 辺 愛 護 会 ： 自 発 的 、 日 常 的 に 河 川 や 水 辺 施 設 の 清 掃 活 動 を 行 な  

う 地 域 団 体 ( 横 浜 市 ) 。 横 浜 市 で は 活 動 経 費 の 一 部 を  
助 成 し て い る 。  
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だ け の 枠 組 み で は な く 都 市 の 問 題 と し て 捉 え 、 市 全

体 と し て 課 題 解 決 に 向 け 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

横 浜 市 の 再 生 水 の 活 用 は 進 ん で い る と は い え な い

状 況 で あ る 。 道 路 散 水 や 農 業 用 水 と し て の 利 用 を 進

め る ほ か 、 ま ち づ く り と 連 携 し た 利 用 に つ い て は 、

需 要 に 対 す る 投 資 効 果 や 継 続 性 な ど を 考 慮 し 、 普 及

に つ い て 検 討 を す べ き で あ る 。  

ま た 、 将 来 の 枯 渇 が 懸 念 さ れ 、 近 年 の 世 界 的 な 肥

料 需 要 の 増 大 と 相 ま っ て 市 場 の 価 格 が 高 騰 し て い る

り ん は 下 水 汚 泥 か ら の 回 収 が 期 待 で き る 。 こ の よ う

な 有 用 な 資 源 の 循 環 に 向 け た 取 り 組 み も 行 っ て い く

必 要 が あ る 。  

 

( 2 )  重 視 す べ き 役 割  

温 暖 化 対 策 な ど の 地 球 環 境 が 大 き く ク ロ ー ズ ア ッ プ さ

れ て い る 中 で 、 温 室 効 果 ガ ス の 大 口 排 出 者 で あ る 下 水 道

事 業 者 と し て の 責 務 を 果 た す た め に も 、 地 球 温 暖 化 対 策

へ の 貢 献 は 重 視 す べ き 役 割 で あ る 。  

 

①  地 球 温 暖 化 対 策 へ の 貢 献  

横 浜 の 下 水 道 事 業 は 、 す で に 処 理 施 設 の 省 エ ネ ル ギ

ー 化 な ど に 積 極 的 に 取 り 組 ん で き た こ と か ら 、 更 な る

省 エ ネ 化 に は 限 界 が あ る 。 今 後 は 、 抜 本 的 に 下 水 処 理

や 汚 泥 処 理 シ ス テ ム そ の も の を 見 直 し 、 温 暖 化 対 策 に

貢 献 す る 下 水 道 シ ス テ ム へ と 拡 充 し て い く 必 要 が あ る 。 

ま た 、 様 々 な 温 暖 化 対 策 の 技 術 開 発 や 、 市 役 所 内 で

の 温 暖 化 対 策 行 動 の 先 導 的 役 割 を 果 た し 、 合 わ せ て 全

国 に お け る 下 水 道 事 業 の リ ー ダ ー 的 存 在 と な る よ う 積

極 的 な 取 り 組 み も 必 要 で あ る 。  
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ア  温 室 効 果 ガ ス 削 減 目 標 の 明 確 化 及 び 行 動 計 画 の 策 定  

下 水 道 事 業 は 、 そ も そ も 環 境 負 荷 を 低 減 す る た め

の 事 業 で あ る が 、 下 水 や 汚 泥 を 処 理 す る 過 程 で 多 く

の 温 室 効 果 ガ ス を 排 出 し て い る 。  

下 水 道 事 業 で 強 力 に 温 暖 化 対 策 を 推 進 す る た め に

は 、 温 室 効 果 ガ ス 削 減 目 標 を 明 確 に し 、 目 標 達 成 の

た め の 具 体 的 な 行 動 計 画 を 策 定 す る 必 要 が あ る 。  

な お 、 温 暖 化 対 策 機 器 の 導 入 に あ た っ て は 、 老 朽

化 に よ る 改 築 更 新 と あ わ せ て 行 う こ と が 効 率 的 で あ

る が 、 更 新 に 伴 う 施 設 の 長 寿 命 化 を 目 指 す た め に 省

エ ネ 機 器 へ の 取 替 え が 遅 れ る こ と の な い よ う 調 整 し 、

計 画 的 に 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る 。  

 

イ  自 立 的 な エ ネ ル ギ ー 経 営  

省 エ ネ ル ギ ー 化 に つ い て は 継 続 的 に 取 り 組 ん で き

た と こ ろ で あ る が 、 今 後 大 幅 な エ ネ ル ギ ー 削 減 は 難

し い 状 況 に あ る 。  

こ の た め 、 下 水 道 と い う フ ィ ー ル ド を 活 か し て 、

太 陽 光 、 風 力 、 小 水 力 1 4 と い っ た 温 室 効 果 ガ ス を 発

生 さ せ な い 発 電 電 力 へ の 置 き 換 え も 積 極 的 に 図 る べ

き で あ る 。  

将 来 的 に は 、 自 分 た ち の つ く る エ ネ ル ギ ー で 下 水

道 事 業 を 賄 っ て い く 、 つ ま り 、 自 立 的 な エ ネ ル ギ ー

経 営 と い う 視 点 を 目 指 す こ と が 重 要 で あ る 。  

 

ウ  地 域 の エ ネ ル ギ ー 循 環 の 創 出  

北 欧 諸 都 市 で は 、 化 石 燃 料 か ら の 脱 却 を 目 指 し て

                                                  
1 4  小 水 力 ( 発 電 )： 下 水 道 管 き ょ の 接 合 落 差 や 勾 配 を 利 用 し て 小 規 模 な

発 電 を 行 な う こ と 。  
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下 水 汚 泥 の 活 用 を 進 め て い る 。 消 化 ガ ス 1 5 を 公 共 交

通 機 関 の 燃 料 や 冷 暖 房 に 活 用 す る な ど 、 都 市 の 環 境

戦 略 と し て 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。 横 浜 市 に お い

て も 中 長 期 的 な 都 市 づ く り の 視 点 か ら エ ネ ル ギ ー 活

用 を 検 討 す る べ き で あ る 。  

横 浜 市 で は 、 消 化 ガ ス を 汚 泥 処 理 の 工 程 で 再 利 用

し て い る が 、 生 ご み と 下 水 汚 泥 を 合 わ せ て 消 化 ガ ス

を 発 生 さ せ 、 再 利 用 の 拡 大 を 図 る 新 た な 取 り 組 み な

ど も 行 う べ き で あ る 。  

ま た 、 汚 泥 に 含 ま れ る エ ネ ル ギ ー を 燃 料 と し て 民

間 事 業 者 の 発 電 に 活 用 す る な ど 「 地 域 の エ ネ ル ギ ー

循 環 」 に 貢 献 す る こ と も 期 待 さ れ る 。  

水 再 生 セ ン タ ー や 汚 泥 資 源 化 セ ン タ ー は 、「エ ネ ル

ギ ー 再 生 施 設 」 で あ る と と も に 「 地 域 の エ ネ ル ギ ー

供 給 施 設 」 と い う 役 割 を 担 っ て い く べ き で あ る 。  

 

( 3 )  役 割 を 支 え る 下 水 道 運 営  

下 水 道 施 設 は 、 快 適 な 市 民 の 暮 ら し や 都 市 に お け る 高

度 な 社 会 経 済 活 動 を 支 え る 生 活 基 盤 で あ り 、 1 日 た り と

も 休 む こ と が で き な い 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。  

ま た 、 多 様 な 役 割 が 期 待 さ れ て い る 下 水 道 事 業 を 、 継

続 し て 安 定 的 に 運 営 し て い く た め に は 、 膨 大 な 下 水 道 資

産 の 計 画 的 な 維 持 管 理 や 健 全 な 下 水 道 経 営 を 支 え る 仕 組

み を 充 実 さ せ な け れ ば な ら な い 。  

 

①  安 定 し た 下 水 道 サ ー ビ ス の 提 供  

今 後 、 膨 大 な 下 水 道 資 産 が 老 朽 化 す る な か 、 事 後 の

発 生 対 応 型 の 管 理 に な ら ぬ よ う 予 防 保 全 型 の 維 持 管 理

                                                  
1 5  消 化 ガ ス：汚 泥 処 理 の 過 程 で 発 生 す る メ タ ン と 二 酸 化 炭 素 を 主 な 成

分 と す る ガ ス 。  
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を 充 実 強 化 す べ き で あ る 。 ま た 、 今 後 の 財 政 状 況 を ふ

ま え て 、 中 長 期 的 な 視 点 で の 更 新 事 業 の あ り 方 や 施 設

の 長 寿 命 化 対 策 を 検 討 す べ き で あ る 。  

 

ア  維 持 管 理 体 制 の 充 実 強 化  

下 水 道 は 見 え に く い 施 設 で あ る 。 特 に 、 幹 線 管 き

ょ や 水 処 理 施 設 な ど の 土 木 構 造 物 は 地 中 深 く 埋 設 さ

れ て お り 、 硫 化 水 素 に よ る 腐 食 な ど 、 劣 化 が 進 行 し

や す い 状 況 下 に あ る 。  

こ れ ら 施 設 が 損 傷 す る と 、 漏 れ た 汚 水 で 感 染 症 が

広 が る 恐 れ も あ り 、 管 き ょ の 破 損 で は 、 道 路 陥 没 に

よ る 交 通 網 の 遮 断 も 想 定 さ れ る 。  

こ の よ う に 、 下 水 道 の 土 木 構 造 物 は 社 会 的 な 影 響

が 大 き い 重 要 な 施 設 で あ り 、 健 全 な 状 況 を 維 持 す る

た め 、老 朽 化 へ の 備 え や 災 害 時 の 減 災 な ど を 考 慮 し 、

点 検 ・ 維 持 管 理 を 強 化 す る 必 要 が あ る 。  

施 設 の 点 検 ・ 維 持 管 理 の 体 制 と し て は 、 管 き ょ 、

水 処 理 施 設 、 汚 泥 処 理 施 設 な ど に つ い て の 専 門 的 知

見 や 人 材 な ど を ふ ま え 、 効 率 的 に 実 施 で き る 体 制 を

構 築 す る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 施 設 点 検 基 準 の 策 定 や 、 劣 化 情 報 ・ 点 検 履

歴 な ど の デ ー タ ベ ー ス 化 を 行 な う な ど に よ り 、 計 画

的 な 維 持 管 理 が 可 能 な 仕 組 み づ く り を 進 め る 必 要 が

あ る 。 市 民 か ら の 情 報 提 供 も 重 要 で あ る た め 、 様 々

な 施 設 情 報 の 「 見 え る 化 」 に 取 り 組 む べ き で あ る 。  

 

イ  長 寿 命 化 と そ の 後 の 更 新 の あ り 方  

下 水 道 の ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト を 進 め る た め に は 、

ト ー タ ル コ ス ト の 最 少 化 を 図 っ た う え で の 長 寿 命 化

と 、 集 中 が 予 測 さ れ る 更 新 事 業 費 の 平 準 化 を 図 る こ
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と が ポ イ ン ト で あ る 。  

安 全 性 を 維 持 し た う え で 機 能 を 持 続 さ せ る た め に

は 、 日 常 の き め 細 や か な 点 検 や 修 繕 を 前 提 と し 、 設

備 や 管 き ょ の 部 分 改 良 や 様 々 な 工 法 を 採 用 し て 、 適

切 な 改 良 を 実 施 す る こ と も 重 要 で あ る (参 考 － 2 6 )。  

ま た 、 中 長 期 的 に は 、 水 処 理 ・ 汚 泥 処 理 施 設 な ど

の 大 規 模 な 施 設 の 更 新 が 想 定 さ れ 、 必 要 な 事 業 費 を

確 保 す る と と も に 、 施 設 全 体 の 効 率 的 運 用 を 検 討 す

る 必 要 が あ る 。  

さ ら に 、 民 間 活 力 を 利 用 し た Ｐ Ｆ Ｉ 1 6 な ど の 導 入

に つ い て も 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

本 格 的 な 資 産 管 理 の 時 代 を 迎 え て 、 維 持 管 理 ・ 長

寿 命 化 ・ 改 築 更 新 ・ 新 規 整 備 ま で を 一 体 的 に 管 理 す

る と と も に 、 中 長 期 的 な 投 資 判 断 に 基 づ い た 適 正 な

事 業 管 理 を 行 う 必 要 が あ る 。  

 

②  健 全 な 下 水 道 経 営 と わ か り や す い 広 報  

安 定 的 で 健 全 な 下 水 道 経 営 を 進 め る と と も に 、 わ か

り や す い 広 報 を 行 い 、 市 民 の 下 水 道 事 業 に 対 す る 関 心

が 高 ま り 、 さ ら に 市 民 満 足 度 の 向 上 に つ な げ る よ う な

取 り 組 み が 望 ま れ る 。  

 

ア  健 全 な 下 水 道 経 営  

下 水 道 事 業 に 対 す る 多 様 な ニ ー ズ に 応 え て い く た

め に は 、 必 要 と さ れ る 財 源 を 確 保 し 、 経 営 基 盤 を 強

化 し て い か な け れ ば な ら な い 。  

そ の た め に は 、 下 水 道 経 営 を 支 え る 使 用 料 収 入 の

                                                  
1 6  P F I ： P r i v a t e  F i n a n c e  I n i t i a t i v e の 頭 文 字 を と っ た も の 。 公 共

用 施 設 等 の 建 設 、 維 持 管 理 、 運 営 等 を 民 間 の 資 金 、 経 営 能 力

及 び 技 術 的 能 力 を 活 用 し て 行 な う 手 法 。  
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確 保 が 不 可 欠 で あ り 、 そ の 前 提 と し て 汚 水 排 出 量 動

向 な ど 環 境 変 化 に 対 応 し た「 基 本 水 量 設 定 の あ り 方 」

や 受 益 者 負 担 の 原 則 を 考 慮 し た 「 累 進 度 の あ り 方 」

な ど を 検 討 し 、 適 正 な 下 水 道 使 用 料 体 系 を 構 築 し て

い く こ と が 必 要 で あ る 。  

ま た 、 引 き 続 き 、 有 収 水 量 1 7 の 向 上 に 努 め る と と

も に 、 下 水 処 理 区 域 内 に お い て い ま だ に 下 水 道 に 接

続 し て い な い 世 帯 の 解 消 に 取 り 組 む ほ か 、 施 設 ・ 敷

地 の 有 効 活 用 や 手 元 資 金 の 運 用 な ど に よ り 収 入 確 保

に も 積 極 的 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

一 方 、 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト 1 8 を 考 慮 し た 適 正 な

維 持 管 理 に よ る 施 設 の 長 寿 命 化 や 、 計 画 的 更 新 と 建

設 コ ス ト の 縮 減 、 水 再 生 セ ン タ ー 業 務 の 委 託 促 進 や

経 常 的 な 管 理 費 の 削 減 な ど 、 一 層 の コ ス ト 削 減 を 進

め る ほ か 、予 定 さ れ る 修 繕 に 備 え た 費 用 の 確 保 な ど 、

必 要 な 財 源 を 確 保 し て い く こ と が 求 め ら れ る 。  

 

イ  経 費 負 担 等 の あ り 方  

新 た な 役 割 を 果 た す た め に は 、「 雨 水 公 費 ・ 汚 水 私

費 」 ｢受 益 者 負 担 ｣等 の 原 則 を 踏 ま え な が ら 、 下 水 道

事 業 で 担 う べ き も の 、 下 水 道 以 外 の 事 業 で 行 う べ き

も の を 十 分 見 極 め る 必 要 が あ る 。 そ の う え で 、 下 水

道 事 業 が 担 う べ き と さ れ た 事 業 に つ い て は 、 経 費 負

担 区 分 (下 水 道 使 用 料 等 、あ る い は 市 税 等 で 賄 う か な

ど )の あ り 方 等 に つ い て 十 分 検 討 し 、整 理 す る 必 要 が

あ る 。  

                                                  
1 7  有 収 水 量 ： 使 用 料 徴 収 の 対 象 と な る 汚 水 の 量  
 
1 8  ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト ： あ る 施 設 に お け る 初 期 建 設 コ ス ト と 、そ の

後 の 維 持 管 理 更 新 費 用 等 を 含 め た 生 涯 費

用 の 総 計 。  
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例 え ば 、｢公 共 用 水 域 の 水 質 改 善 ｣、｢太 陽 光 発 電 な

ど 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 1 9 の 導 入 ｣、「 雨 水 を ゆ っ く り

流 す 流 域 対 策 と し て の 緑 の 保 全 や 雨 水 浸 透 ま す の 設

置 」、「 汚 濁 源 が 特 定 し に く い 面 源 負 荷 対 策 」 な ど に

つ い て は 、 今 後 、 事 業 の 役 割 分 担 や 経 費 区 分 等 を 整

理 す る 必 要 が あ る 。  

 

ウ  下 水 道 広 報 の 強 化  

下 水 道 普 及 率 が ほ ぼ 1 0 0％ を 達 成 し 、 ま た 、 雨 水

対 策 と し て 下 水 道 整 備 が 進 ん で お り 、 市 民 の 下 水 道

事 業 に 対 す る 関 心 は 希 薄 に な っ て い る 。  

こ の た め 、 施 設 が 目 に 触 れ ず 意 識 さ れ る こ と が 少

な い 下 水 道 事 業 の「 見 え る 化 」を 進 め 、「 伝 え た い メ

ッ セ ー ジ 」 を 明 確 に し た う え で 、 下 水 道 の 存 在 意 義

や 役 割 を 再 認 識 し て も ら う こ と が 必 要 で あ る 。  

具 体 的 に は 、 使 用 料 の 使 い 道 な ど 事 業 内 容 の 説 明

に 加 え 、 整 備 工 事 に よ る 浸 水 被 害 の 減 少 な ど の 事 業

効 果 や 、 工 事 の 完 成 時 期 を 含 め た 進 ち ょ く 状 況 な ど

の 広 報 も 重 要 で あ る 。  

ま た 、 今 後 、 増 大 す る 更 新 事 業 や 資 産 の 長 寿 命 化

な ど 事 業 を 進 め る 上 で の 課 題 を 説 明 し 、 市 民 に 理 解

を 求 め る と と も に 、 市 民 と 協 働 し た 事 業 展 開 を 目 指

し て い く べ き で あ る 。  

加 え て 、 小 中 学 校 や 市 民 団 体 な ど が 実 施 し て い る

環 境 教 育 の 場 に お い て 、 下 水 道 事 業 を 取 り 上 げ る こ

と に よ り 、 下 水 道 に つ い て 「 自 ら 考 え 、 具 体 的 な 行

動 を 実 践 す る 人 を つ く る 」 取 り 組 み も 必 要 で あ る 。  

                                                  
1 9  再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー ： 太 陽 光 や 風 力 な ど 、自 然 界 に お い て 繰 り 返 し

起 こ る 現 象 に よ っ て 得 ら れ る エ ネ ル ギ ー 。 ど

ん な に 利 用 し て も 減 少 す る こ と が な く 、 半 永

久 的 に 利 用 す る こ と が 可 能 。  
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例 え ば 、 下 水 道 に 油 を 流 さ な い こ と で 、 汚 水 処 理

に 要 す る 環 境 負 荷 が 軽 減 さ れ る こ と や 、 雨 水 浸 透 ま

す の 設 置 で 水 循 環 が 促 進 さ れ 、 最 終 的 に は 温 暖 化 対

策 に つ な が る と い っ た 、 市 民 一 人 ひ と り の 協 力 を 促

す よ う な 取 り 組 み を 一 層 進 め る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 下 水 道 事 業 の 環 境 保 全 へ の 貢 献 度 合 い に 重

点 を お い た 広 報 と し て 、 現 在 発 行 し て い る 『 環 境 レ

ポ ー ト 』 の 更 な る 活 用 を 検 討 す べ き で あ る 。  

さ ら に 、 一 方 的 な 情 報 提 供 に と ど ま ら ず 、 あ ら ゆ

る 機 会 を と ら え 、 積 極 的 に 市 民 の ニ ー ズ を 把 握 し 、

施 策 に 反 映 さ せ て い く 必 要 が あ る 。  
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２  重 視 す べ き 視 点  

下 水 道 事 業 が 期 待 さ れ る 役 割 を 果 た し 、 取 り 巻 く 環 境 変

化 と 課 題 に 対 応 し て い く た め に は 、 具 体 的 な 施 策 を 立 案 す

る 際 に 次 の よ う な 点 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。  

 

( 1 )  時 代 の 要 請 に 即 応 し た 施 策 展 開  

人 口 の 動 向 と 地 域 ご と の 変 動 に 伴 う 計 画 汚 水 量 の 変 化

や 、 近 年 の 異 常 気 象 に 伴 う 集 中 豪 雨 な ど の 現 象 を 十 分 に

検 証 し 、 施 策 の 見 直 し な ど を 行 う 必 要 が あ る 。  

ま た 、 雨 水 施 設 の 整 備 に あ た っ て は 、 こ れ ま で の 管 き

ょ 敷 設 を 中 心 に 考 え る の で は な く 、「 流 域 の 水 循 環 回 復 」

を 基 本 に し て ま ず は 浸 透 さ せ る こ と を ベ ー ス に し つ つ 、

既 存 資 源 を 最 大 限 に 活 用 し た 貯 留 、 排 水 施 設 の 整 備 を 考

え る こ と で 、 施 設 容 量 の 削 減 に つ な げ る な ど 、 従 来 の 考

え 方 に と ら わ れ な い 対 応 が 必 要 で あ る 。  

 

( 2 )  ま ち づ く り 施 策 と し て の 連 携  

下 水 道 事 業 に 関 す る 様 々 な 施 策 は 、公 園・緑 地 、道 路 、

都 市 計 画 、建 築 行 政 な ど 広 範 な 施 策 と 関 わ る も の で あ り 、

下 水 道 が ま ち づ く り 行 政 に お い て 重 要 な 存 在 で あ る こ と

を 認 識 す る 必 要 が あ る 。  

水 循 環 に 関 わ る 施 策 は 多 岐 に わ た る 。 下 水 道 事 業 は そ

の 中 心 的 役 割 を 担 う も の の 、 ま ち づ く り や 市 民 活 動 支 援

な ど 他 事 業 で 実 施 す る 場 合 も 多 く あ る 。 下 水 道 事 業 は 、

水 循 環 の 総 合 的 マ ネ ジ メ ン ト の 立 場 と し て リ ー ダ ー シ ッ

プ を 発 揮 す る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 河 川 管 理 者 と 下 水 道 管 理 者 の 連 携 は 流 域 管 理 の

視 点 で 重 要 で あ り 、 流 域 の 浸 水 対 策 の 強 化 に 向 け て 、 連

携 し 、 一 体 と な っ た 対 応 を し て い く 取 り 組 み が 必 要 で あ

る 。  
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( 3 )  地 域 に 応 じ た き め 細 か な 対 応  

施 策 に 取 り 組 む に あ た っ て は 、 流 域 の 自 然 特 性 や 土 地

利 用 な ど を 踏 ま え た 対 応 が 必 要 で あ る 。 例 え ば 、 緑 地 や

農 地 が 多 い 郊 外 部 で は 浸 透 ・ 保 水 を 重 視 し 、 既 成 市 街 地

で は 排 水 ・ 貯 留 を 重 視 す る な ど 、 地 域 特 性 に 応 じ た き め

細 か い 対 応 が 必 要 で あ る 。  

ま た 、 再 生 水 や 汚 泥 の 資 源 、 エ ネ ル ギ ー と し て 活 用 す

る こ と に つ い て も 、 地 域 の ニ ー ズ に 応 じ て 供 給 し て い く

な ど 、 積 極 的 に 地 域 に 貢 献 し て い く 必 要 が あ る 。  

 

( 4 )  情 報 提 供 に よ る 市 民 満 足 度 の 向 上  

経 営 情 報 の 積 極 的 公 表 に 加 え 、 例 え ば 水 循 環 の 健 全 度

や 資 源 循 環 の 進 ち ょ く を 表 す 指 標 、浸 水 に 対 す る 安 全 率 、

工 事 後 の 整 備 効 果 な ど 、 市 民 に 下 水 道 事 業 の 成 果 を 分 か

り や す く 伝 え る た め 、 地 図 情 報 を 活 用 し て 情 報 を 提 供 す

る と と も に 、 ア ウ ト カ ム 指 標 2 0を 導 入 す べ き で あ る 。  

 

( 5 )  市 民 、 地 域 、 団 体 と の 協 働  

こ れ か ら の 事 業 展 開 に お い て は 行 政 だ け で 取 り 組 む の

で は な く 、 市 民 、 地 域 、 団 体 と 適 切 な パ ー ト ナ ー シ ッ プ

を 築 き な が ら 進 め て い く 視 点 が 不 可 欠 で あ る 。 下 水 道 事

業 に お い て も 、 こ れ は 同 じ で あ る 。  

事 業 を 進 め る に あ た っ て は 、例 え ば 、事 前 に 地 域 の 方 々

へ の 丁 寧 な 説 明 や 意 見 交 換 、 そ し て 、 必 要 に 応 じ て 見 直

し て い く と い う 柔 軟 な 姿 勢 を 持 つ 必 要 が あ る 。 既 成 概 念

に と ら わ れ ず 、 共 に 考 え 取 り 組 ん で い く ス タ イ ル へ 転 換

                                                  
2 0 ア ウ ト カ ム 指 標 ： 例 え ば 、「 下 水 道 管 き ょ の 整 備 延 長 な ど 、 何 が ど の

程 度 で き た か （ ＝ ア ウ ト プ ッ ト ） 」 で は な く 、 「 横

浜 港 の 水 質 改 善 の 度 合 い な ど 、何 が ど の よ う に 改 善

さ れ た か 」 と い う 「 ア ウ ト カ ム （ 成 果 ） 」 を 明 ら か

に す る た め の 指 標  
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し て い く べ き で あ る 。  

 

( 6 )  下 水 道 事 業 の イ ノ ベ ー シ ョ ン  

横 浜 市 は 、 こ れ ま で も 下 水 処 理 な ど に お い て 先 進 技 術

を 導 入 し て き て お り 、 今 後 も 温 暖 化 対 策 な ど に お い て 先

進 技 術 の 導 入 に 取 り 組 み 、 全 国 の 下 水 道 を リ ー ド す る 必

要 が あ る 。  

ま た 、 横 浜 の 持 つ 多 く の 施 設 、 広 大 な フ ィ ー ル ド 、 巨

大 な マ ー ケ ッ ト を 活 用 し 、 大 学 、 研 究 機 関 、 企 業 な ど と

の 連 携 に よ る 新 た な 技 術 開 発 を 積 極 的 に 誘 致 促 進 し て い

く こ と も 重 要 で あ る 。  

 

( 7 )  技 術 の 継 承 と 人 材 の 育 成  

管 理 の 時 代 に 求 め ら れ る 技 術 ・ ノ ウ ハ ウ は 、 実 際 に 稼

働 し て い る 施 設 を 対 象 と し て 、 施 設 の 老 朽 度 を 判 断 し 、

更 新 の 優 先 度 を 考 え な が ら 長 寿 命 化 を 図 る な ど 、 建 設 の

時 代 と は 異 な る 高 度 な レ ベ ル が 求 め ら れ る 。  

こ れ ま で 築 き 上 げ て き た 、 現 場 管 理 の 技 術 ・ ノ ウ ハ ウ

を ベ ー ス に 持 続 可 能 な 資 産 管 理 の 視 点 で 幅 広 い 技 術 継 承

を 進 め る と と も に 、 こ れ か ら の 管 理 の 時 代 に 求 め ら れ る

人 材 育 成 を 進 め て い く べ き で あ る 。  

 

( 8 )  戦 略 的 思 考 に よ る 事 業 運 営  

こ れ か ら の 下 水 道 事 業 は 、 一 つ に は 、 厳 し い 財 政 状 況

の な か 、 老 朽 化 し た 膨 大 な ス ト ッ ク の 維 持 管 理 や 更 新 、

再 構 築 に 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る 。  

ま た 、 安 全 な 生 活 基 盤 と し て の 浸 水 対 策 や 地 震 対 策 の

強 化 に 対 応 す る と と も に 、 地 球 温 暖 化 対 策 へ の 取 り 組 み

な ど 多 様 な 要 請 に 応 え て い か な け れ ば な ら な い 。  

そ の 際 、 幅 広 い 視 野 を 持 ち つ つ 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 考
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慮 し な が ら 、 膨 大 な 下 水 道 ス ト ッ ク (モ ノ )、 下 水 道 会 計

(金 )、 職 員 や 関 係 者 (人 )を ど う 使 っ て い く か 、 と い う よ

う な 戦 略 的 思 考 に 基 づ き 、 事 業 運 営 に 取 り 組 ん で い く こ

と が 求 め ら れ る 。  

ま た 、 そ れ ら を わ か り や す く 、 市 民 に 伝 え て い く か が

大 切 で あ る 。  
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おわりに 

 

第二期の研究会報告書の中において今後の検討課題とされた「環境創造

の視点に立った下水道事業の今後のあり方」について、第三期の研究会 

として審議を行った内容をとりまとめたところである。 

地球温暖化問題への世界的な関心の高まり、水循環の喪失や計画を超え

る降雨の増加による被害の発生といった環境変化に対応し、下水道事業に

求められる役割も多様化してきている。一方で、引き続き安全で快適な 

市民生活のために、初期投資３兆５千億円にのぼる下水道資産のマネジメ

ントを適切に行い、永続的・安定的な下水道サービスを提供していくこと

が求められている。 

こうした中で下水道事業に期待される役割・運営として、次の５つを 

提示した。 

１．都市機能を支える根幹的な生活基盤の確立  

２．健全な水循環と資源の有効活用  

３．地球温暖化対策への貢献  

４．安定した下水道サービスの提供  

５．健全な下水道経営とわかりやすい広報  

今後の施策立案にあたっては、時代の要請に即応し、まちづくり施策と

しての連携を進め、流域・地域の特性に応じたきめ細かな対応を行うなど

の点を重視し、積極的な取り組みを行うことが求められる。 

また、これら事業の展開に際しては、下水道事業と一般行政分野との 

事業区分並びに下水道事業で実施する事業の経費負担区分についても 

整理が必要となる。 

下水道事業は公営企業として、独立採算での自立した経営が求められて

いる。１兆１千億円を超える市債残高と５００億円を超える累積損失があ

り、日常生活に不可欠でありながら、直接目に触れることが少ない下水道

の役割とその財政の仕組みなどについて、より一層市民の理解を深めてい

くため、さらに充実した広報を進めていく必要がある。 

下水道財政を支える使用料収入については、今後の人口や世帯数の推移、

排出量動向等を見極めながら、受益者負担の原則を踏まえ、より適正な 

使用料体系の検討を進めていくべきである。 
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本報告書では、下水道事業に期待される５つの役割・運営を提示したと

ころであるが、今後具体的に検討すべき主な事項を次のように整理した。 
 

１．都市機能を支える根幹的な生活基盤の確立では、  
  ・今後の気候変動を注視し、地域特性を踏まえた様々な浸水対策を検討

するとともに、「雨水をゆっくり流す対策」を積極的に進めること。  
  ・今後想定される大規模地震に対して、下水道管の耐震補強の拡大や

水再生センター間で機能を相互補完するためのネットワークを 

構築すること。  
２．健全な水循環と資源の有効活用では、  
  ・流域特性にあわせた水循環を回復するとともに、公共用水域の水質

改善を目指すこと。  
  ・下水処理で発生する汚泥などの資源循環は、下水道事業だけの枠組

みでなく、市全体として課題解決に向け取り組むこと。  
３．地球温暖化対策への貢献では、  

・下水処理や汚泥処理システムを抜本的に見直し、温暖化対策に貢献

する下水道システムへと拡充していくとともに、温室効果ガス削減

目標を明確にし、目標達成のための行動計画を策定すること。  
・自立的なエネルギー経営を目指すとともに地域の「エネルギー循環」

に貢献する取り組みを進めること。  
４．安定した下水道サービスの提供では、  
  ・市民生活を支える膨大な下水道資産について、劣化情報等のデータ

ベース化を行うことなどにより計画的な維持管理の仕組みづくり

を進めること。  
  ・本格的な資産管理の時代を迎えて、中長期的な投資判断に基づいた

適正な事業管理を進めること。  
５．健全な下水道経営とわかりやすい広報では、  
  ・第二期報告書からの引き続きの課題である、適正な使用料体系の 

構築、修繕費用など必要な財源の確保、経費負担区分の適正化等に

ついて検討を行うこと。 

  ・市民理解を得るため、「伝えたいメッセージ」を明確にしたうえで、

下水道の存在意義や役割を再認識してもらうこと。  
 

今後、本報告書の趣旨を踏まえ、下水道事業に求められる役割を果たす

ため、計画的な取り組みを進めることを望むものである。  
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参考－１ 横浜市の将来人口推計 
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出典 ｢将来人口推計｣(横浜市都市経営局)を基に作成 

 

参考－２ 中位人口推計による排出量の将来予測 
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                   出典「将来人口推計(都市経営局)」を基に作成  
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参考－３ 処理区別排出量増減率 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

           (平成 17 年度に対する平成 36 年度の増減率) 

 

 

 

参考－４ 1 時間雨量５０ｍｍ以上の降雨の発生回数 

 

出典： 「下水道政策研究委員会計画小委員会報告書 下水道中期ビジョン」 

(国土交通省、(社)日本下水道協会) 

 

 

 

 

(回/年) 

出典 将来人口推計(都市経営局)」を基に作成 
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参考－５  横浜市における近年の主な浸水被害 

 

年月日 主な被害区域 
床上

(棟) 

床下

(棟) 

被害計

(棟) 
備考 

H17. 9. 4 
神奈川区、西区、南区、港南区、保土ヶ

谷区、旭区、港北区、緑区他 計 12 区 
15 63 78 集中豪雨 

H16.10.20～

21 

鶴見区、神奈川区、保土ヶ谷区、旭区、

港北区、都筑区、泉区、瀬谷区 
21 80 101 台風 23 号 

H16.10. 8～

10 

鶴見区、神奈川区、西区、南区、港南区、

保土ヶ谷区、旭区、磯子区他 計 15 区 
542 465 1,007 台風 22 号 

H15. 3. 1 神奈川区、中区、戸塚区、栄区 63 147 210 集中豪雨 

H13. 7.25 
西区、保土ヶ谷区、南区、港南区、旭区、

磯子区、緑区、青葉区、都筑区 
107 144 251 集中豪雨 

※ 平成 11 年以降で、床上浸水 10 棟以上の被害が発生したものを抽出。 

                    出典 ｢浸水被害状況一覧表｣(横浜市環境創造局)を基に作成 

参考－６ 液状化の危険度分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 液状化発生の可能性が高い地区
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中部 

出典 ｢液状化分布図(南関東地震)｣(横浜市安全

管理局)を基に作成 

北部第二 北部汚泥 

金沢 南部汚泥 
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参考－７ 南関東地震における被害想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※平均被害による想定 

 
   出典 管きょ、下水道機能支障人口：「平成 17 年度大規模地震による下水道被害とその影響に関する調査

(首都圏 8都県市で実施)」 
      避難者：｢平成 16 年度 横浜市地震被害想定調査業務｣(横浜市総務局) 

 

 

参考－８ 横浜市の人口と緑被率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 「横浜市水と緑の基本計画」(横浜市環境創造局) 

 

 

 

 

 

項目 被害想定 

被害率 8.5％ 
管きょ※ 

被害延長 959km 

昼間人口 282,280 人 
下水道機能支障人口※ 

夜間人口 310,669 人 

短期 503,034 人 
避難者 

長期 315,571 人 
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参考－９ 水路の減少状況 

 

 

参考－１０  平成 19 年度水質環境基準の達成状況（海域：窒素・りん） 
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出典 「横浜の河川環境」及び「小川アメニティ基本計画基礎調

査委託報告書」 

    は河川流域の境 

     は合流区域 

窒素 りん 

出典 ｢平成 19 年度水質汚濁及び地盤沈下の状況｣(横浜市環境創造局)を基に作成 
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参考－１１  東京湾における COD の年平均値経年変化 

東京湾Ｃ類型のＣＯＤの年平均値の経年変化
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東京湾Ｂ類型のＣＯＤの年平均値の経年変化
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4.0

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

平潟湾内

本牧沖

富岡沖

平潟湾沖

 

   出典 「平成 19 年度水質汚濁及び地盤沈下の状況」（横浜市環境創造局）を基に作成 

 

・ 化学的酸素要求量（ＣＯＤ）  

 「化学的酸素要求量」（ＣＯＤ ＝ Chemical Oxygen Demand ）は、海水などに含まれる被酸

化性物質（主として有機物）を、酸化剤（過マンガン酸カリウムなど）を用いて一定の条件

のもとで酸化するときに消費される酸化剤の量を、酸素の量に換算したもの。ＣＯＤの数値

が大きい場合は、水中に存在する有機物の量が多いことを意味し、有機物による水質汚濁の

程度が大きいことになる。 

 

 

環境基準 

８㎎/ｌ 

㎎/ｌ  

環境基準 

３㎎/ｌ 

㎎/ｌ 
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参考－１２  東京湾における赤潮発生の状況 

出典 「東京湾水質調査報告書（平成 17 年度）」 

（平成 19 年３月東京湾岸自治体環境保全会議）を基に作成 

 

参考－１３ ＣＯ－ＤＯ３０における温室効果ガスの削減目標 

 

※平成２２年度（2010 年度）の「－６％」は、平成 18 年度に改訂した「横浜市地球温暖化対策推進計画」

の温室効果ガス排出量の削減目標である 

出典 「横浜市脱温暖化行動方針(CO-DO30)」(横浜市地球温暖化対策事業本部) 
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参考－１４ 横浜市役所の温室効果ガス排出量（平成 18 年度） 

 

 

  

出典「横浜市役所温暖化防止実行計画」 

 

 

参考－１５ 下水道事業における温室効果ガスの排出要因（平成 18 年度） 
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一般廃棄物処理事業 315,566

下水道事業 158,105

水道事業 53,861

高速鉄道事業 35,834

自動車事業 45,581

事務所等（公用車、その他含む） 106,191

合　　計 715,138下水道事業
22%

自動車事業
6%

高速鉄道事業
5%

水道事業
8%

一般廃棄物
処理事業

44%

事務所等（公用
車、その他含む）

15%

単位：ｔ‐CO２ 

出典 ｢環境レポート｣(横浜市環境創造局)を基に作成 
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参考－１６ 下水道資産内訳（平成 18 年度決算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考－１７ 水再生センター・汚泥資源化センターの経過年数（平成 19 年度末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考－１８ 標準的耐用年数を超える資産額の推移 
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既に標準的耐用年数
を経過している資産 

出典 ｢平成 18 年度固定資産台帳｣を基に作成 

出典 ｢平成 18 年度固定資産台帳｣を基に作成 

S30       S40 　    S50　  　  S60 　      H7    　 H17

中部（S37稼動）

南部（S40稼動）

北部第一（S43稼動）

栄第二（S47稼動）

港北（S47稼動）

都筑（S52稼動）

神奈川（S53稼動）

金沢（S54稼動）

西部（S58稼動）

北部第二（S59稼動）

栄第一（S59稼動）

北部汚泥（S62稼動）

南部汚泥（H 1稼動）

46年

43年

40年

36年

36年

31年

30年

29年

25年

24年

24年

21年

19年

（単位：百万円）

施設の種類 取得価格 シェア

管きょ 2,519,299 73%

電気・機械設備 443,516 13%

建築物、土木構造物 468,202 14%

計 3,431,017 100%

土地 101,487

合計 3,532,504

※車両運搬具、工具機器及び備品、建設仮勘定等を除く

管きょ
７３％

建築物、土木構造物
１４％

電気・機
械設備
１３％
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参考－１９ 平成１９年度市民意識調査結果 

 

（１） 大地震に対する不安感 

 

 

（２） 将来の心配ごと 

 

 

出典 ｢平成 19 年度市民意識調査結果｣(横浜市都市経営局) 

 

 

 

出典 ｢平成 18 年度固定資産台帳｣を基に作成 
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参考－２０ 雨水幹線未整備区域と浸水実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 ｢横浜市の災害｣(横浜市安全管理局)等を基に作成 
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二俣川駅 

中山駅
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浸水実績箇所(平成元年～平成 16 年) ● 
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参考－２１  透水性舗装の概念図 

 

  

 

出典：「道路路面雨水処理マニュアル（案）」(独立行政法人土木研究所)を基に作成 

 

参考－２２ 分流地区における雨水浸透施設の配置例 

 

 

密粒度舗装 

（普通の舗装） 

透水性舗装 

（主に歩道で使用） 

出典：「雨水浸透ますの設置にご協力ください」ちらしを基に作成
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河   川 
流   域 

参考－２３ 緑の１０大拠点 

           
緑の１０大拠点：「緑の七大拠点」と「河川沿いのまとまりのある農地・樹林地の三大拠点」 

                        出典 「横浜市水と緑の基本計画」(横浜市環境創造局) 

参考－２４ 横浜市の流域区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 ｢横浜市水と緑の基本計画｣(横浜市環境

創造局)を基に作成 
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参考－２５ 高度処理のしくみ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初沈殿池                反応タンク           最終沈殿池 

好
気
槽 

好
気
槽 

無
酸
素
槽 

嫌
気
槽 

嫌気無酸素好気法（有機物の除去＋窒素・りんの除去）

↑↑↑
 窒素ガス  ← 硝化液循環  NO３ 

活性汚泥中にりんを蓄積      りんは余剰汚泥ともに除去 

従来の処理 標準活性汚泥法（有機物の除去）

高 度 処 理 

最初沈殿池                反応タンク           最終沈殿池 

← 返送汚泥 余剰汚泥 

← 返送汚泥 余剰汚泥 

● 窒素除去のしくみ 

下水中のアンモニア性窒素は、好気槽の硝化細菌の働きで硝酸化する。硝酸化が進んだ

下水（硝化液）を無酸素槽（酸素が NO２ 、NO３などの形で存在するが O２としては存在しない

状態）に循環させると、窒素は無酸素槽内で脱窒細菌の働きにより、窒素ガス化して取り除

かれる。 
 
 

● りん除去のしくみ 

下水が嫌気槽（酸素が全く存在しない状態）から好気槽へ流れることでりんを多量に体内

に蓄積する細菌（ポリりん酸蓄積細菌）の働きにより、りんは活性汚泥に取り込まれる。 

りんは、最終沈殿池で汚泥として取り除かれる。 
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参考－２６ 管きょの更新方法の例(更生工法) 

 

更生工法：材料をマンホールから既設下水管きょに挿入し、内側から被覆して

下水管きょを更新する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「古い下水道の再整備」ちらし 

 

破損・クラック 

木の根の侵入 

更生工法施工後 

＜更新前＞ 

＜更新後＞ 
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横浜市下水道事業経営研究会設置要綱 

 

最近改正 平成 17 年３月 31 日 下企第 205 号 

 

（設置) 

第１条 横浜市における下水道事業の経営に関する必要な事項について専門

的に調査及び研究し、もって健全な運営に資するため、横浜市下水道事業経

営研究会(以下「研究会」という。)を設置する。 

 

（審議事項) 

第２条 研究会において審議する事項は、次のとおりとする。 

(1) 下水道事業の経営に関すること。 

(2) 下水道事業の今後の方向性に関すること。 

(3) 下水道事業の広報・広聴事業に関すること。 

 

（組織) 

第３条 研究会は、委員 10 人以内をもって組織し、委員は、市長が委嘱する。 

  

（委員の任期) 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠

の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２  委員は、再任されることができる。 

 

（座長及び副座長) 

第５条 研究会に、座長及び副座長 1 人を置く。 

２  座長は、委員の互選により定め、副座長は、座長が指名した者とする。 

３ 座長は、会務を総理する。 

４  副座長は、座長を補佐し、座長に事故あるとき、又は座長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 

（会議) 

第６条 研究会の会議は、座長が招集し、座長がその議長となる。なお、委員

改選後の最初の横浜市下水道事業経営研究会の会議の招集は、市長が行う。 

２  座長は、会議において必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、

説明その他必要な協力を求めることができる。 
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（検討部会） 

第７条 座長は、会議において、必要があると認めるときは、検討部会を設置

することができる。 

 

（報告) 

第８条 研究会は、審議事項について、文書により市長に報告するものとする。 

 

（庶務) 

第９条 研究会の庶務は、環境創造局総務部経理課において処理する。 

２ 検討部会の庶務は、その都度定めることとする。 

 

（委任) 

第 10 条  この要綱に定めるもののほか、研究会の運営に関し必要な事項は、

座長が定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成 14 年６月 26 日から施行する。 

 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成 17 年４月１日から施行する。 
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横浜市下水道事業経営研究会（第三期）委員名簿 

  

                        任期２年、H18.12～ 

（敬称略） 

氏 名 分 野 備 考 

齊藤
さいとう

 毅憲
たけのり

 
経営 

＜関東学院大学経済学部教授・横浜市立大学名誉教授＞ 
座長 

河野
か わ の

 正男
ま さ お

 公会計＜中央大学経済学部教授＞ 副座長 

大澤
おおさわ

 正之
まさゆき

 行政経験者＜横浜商工会議所専務理事＞  

鈴木
す ず き

 由美
ゆ み

 市民  

田口
た ぐ ち

 幸子
さ ち こ

 弁護士  

土岐
と き

 祥子
さ ち こ

 公認会計士  

長岡
ながおか

 裕
ひろし

 水環境工学・上下水道工学＜武蔵工業大学工学部教授＞  

松下
まつした

 潤
じゅん

 都市基盤＜芝浦工業大学システム工学部教授＞  
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横浜市下水道事業経営研究会（第三期）の審議経過 

 

回 数 年 月 日 審 議 内 容 

第１回 H19.1.19 
今後の審議内容について 

下水道事業の現状について 

第２回 H19.3.22 下水道施設の視察 

第３回 H19.5.31 下水道を取り巻く状況と取組の方向 １ 

第４回 H19.7.26 下水道を取り巻く状況と取組の方向 ２ 

第５回 H19.10.25 資産管理 

第６回 H19.12.19 
地域特性に合わせた整備１ 

―安全安心な都市づくり― 

第７回 H20.3.26 地域特性に合わせた整備２ 

―水環境の保全・創造― 

第８回 H20.6.26 中長期的な下水道事業のあり方 

第９回 H20.8.27 報告書の取りまとめ 
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